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表紙の写真は、ＹＡＤ
メンバーに協力してもら
い駅東口付近で撮影した
ものです。当日は、1日
雨予報でしたが、撮影時
だけ奇跡的に雨が上がり、
無事に外で撮影すること
ができました。雨をも吹
き飛ばす高校生パワー。
すてきな笑顔をありがと
うございました。

COVER　表紙の写真　

30,709 人 （ △34）
男 15,281 人（ △17）
女 15,428 人（ △17）
13,350 世帯（ 20）
（　）内は 5月 1日との比較 
△は減

出生          13 人
死亡          42 人
転入        75 人
転出        80 人
※住民基本台帳をもとに算出

POPULATION 人口（6月1日現在）

特集　君が気づけば、やいたは変わる

ＹＡＤについて

　発足は 2018 年７月。その前年に矢板市の
基礎を築いたと言われる「矢板武」の精神を
受け継いだまちづくり塾である・矢板武塾に
参加した高校生 9人が、高校生が主体となっ
た新たなまちづくり団体として「ＹＡＤ」を立
ち上げました。
　「自分たちの世代が、気軽に集える場所を
つくりたい」そんな思いから結成されたＹＡＤ
は、高校生を中心とした学生が、気軽に集まっ
たり勉強したりできる「居場所」づくりを目
指しています。彼らにとっての「居場所」とは、
「集う場所」というだけでなく、「心のよりど
ころ」でもあり、この団体の活動自体が彼ら
の居場所にもなっています。
　彼らの主な活動は、矢板のまちを盛り
上げることです。ＹＡＤとは、「YAITA ALL 
DIRECTIONS」の略。「directions（ディレクショ
ンズ）」とは方向・方位という意味があり、「矢
板の活性化、矢板の良さの発信、世代間交流
などを通じて、矢板をいろいろな方向から盛
り上げる」という意味が込められています。

高校生だから気づくこと

矢板市には「ＹＡＤ」という高校生のまちづくり
ボランティア団体があります。ＹＡＤは、市内に
ある３つの高校の生徒など、若い世代が集まる場
所をつくり、にぎわうことで、矢板のまちを元気
にしたいとの思いから、自分たちが考える「高校
生の居場所」を実現するために活動しています。
　今号では、彼らのちょっとした「気づき」によ
り実現したさまざまな活動を紹介します。「高校
生が矢板を楽しむために何を必要としているか」
　これからのまちづくりについて、一緒に考えて
みませんか。
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